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研
究
論
文】

小

津

安
二

郎
『

秋
万

魚
の

味
』

論

「
旬
」

を
思
う
と
き
l

北
津

あ
か
り

は
じ
め
に

本
論
文
は、
小
津
安
二
郎
監
督
の
映
画
『
秋
刀
魚
の
味』
（一

九
六
二）
（
こ
を
取
り
上
げ 、
作
品
名
の
意
味
を
分
析
す
る

こ
と
で
浮
か
び
上
が
る
戦
争
表
象
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で

あ
る。作

品
名
が
「
秋
刀
魚
の
味」
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず 、
映
画

に
は
秋
万
魚
が
登
場
し
な
い 。
貴
国
庄
は
作
品
名
に
つ
い
て 、

小
津
の
言
葉
を
手
掛
か
り
に
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（一一） 。か
つ
て
小
津
は、
『
秋
刀
魚
の
味』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に

つ
い
て
た
ず
ね
ら
れ
た
と
き 、
「
サ
ン
マ
は
や
す
く
て
う

ま
い
か
ら
ね」
と
答
え
て
い
る。
小
津
は、
日
本
人
に
と

っ
て
の
秋
刀
魚
の
持
つ
雰
囲
気 、
つ
ま
り、
安
く
て
う
ま

ぃ 、
大
根
お
ろ
し
と一
緒
に
食
べ
る
秋
刀
魚
の
塩
焼 、
そ

の
味
が
こ
の
作
品
な
ん
だ
と
い
い
た
い
の
だ
ろ
う
か。

〈
略〉
『
秋
刀
魚
の
味』
の
演
出
も
お
そ
ら
く
同
様
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が 、
そ
の
タ
イ
ト
ル
も
ま
た、
直
接 、

物
語
に
関
係
あ
る
の
で
は
な
く、
日
本
人
が
秋
刀
魚
を
食

べ
て
感
じ
る
よ
う
な
味
を
そ
こ
は
か
と
な
く
表
現
し
よ
う

と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。

近
年
で
は
増
首
竜
也
が 、
「
タ
イ
ト
ル
の
意
味
も 、

秋
刀
魚
を
は
ら
わ
た
ま
で
食
し
た
と
き
の
ほ
ろ
苦
さ
を
人
生
に

た
と
え
た
も
の
だ
と
い
う」
と
解
説
し
て
い
る
さコ 。

作
品
名
は、
秋
万
魚
の
ほ
ろ
苦
い
味
を
人
生
に
た
と
え
た
も

の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
よ
う
だ 。
果
た
し
て
そ
う
か。
本

稿
で
は、
従
来
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
作
品
名
を
捉
え
返
し、

『
秋
刀
魚
の
味』
が
描
き
出
す
戦
争
の
記
憶
を
浮
き
彫
り
に
し

て
い
く。

ま
た
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な
お 、
本
稿
に
お
け
る

が
監
督
し
た
作
品
を
さ
す 。 「

小
津
映
画」
と
は、
小
津
安
二
郎

秋
万
魚
と
鍾

小
津
安
二
郎
は
『
秋
刀
魚
の
味』
lま
「
あ
り
ふ
れ
た
平
凡



な
人
を
主
人
公
に
し
た
作
品」
（
四）
で
あ
る
と
し、

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る。

作
品
名

別
に
意
味
は
な
い 。
去
年
の
夏
松
竹
の
人
が 、
つ
ぎ
の
作

品
は
？

と
き
く
か
ら
「
秋
刀
魚
の
味」
と
答
え
て
置
い

た
だ
け
だ 。

（
無
記
名
「
小
津
監
督

出
演
者
と
打
ち
合
わ
せ」

知
新
聞』一
九
六
二
年
八
月
十一
日）

題
名
は
宝
塚
映
画
で
仕
事
中 、
松
竹
か
ら
次
回
作
を
催
促

さ
れ
た
際 、
な
ん
と
な
く
つ
け
た
も
の
で 、
う
ま
く
も
ま

ず
く
も
な
い
安
い
グ

サ
ン
マ
が
に
ち
な
ん
だ 。
ボ
ク
自
身

サ
ン
マ
は
好
物
だ
が
秋
に
は
た
し
て
出
来
上
が
る
か
ど
う

か。
な
ん
な
ら
P

か
ず
の
こ
の
味
N
と
で
も
題
名
を
変
え

て 、
冬
に
公
開
を
の
ば
し
て
も
ら
お
う
か
な

（
無
記
名
「
緊
張
す
る
新
入
生
吉
田」
『
東
京
タ
イ
ム
ズ
』

一
九
六
二
年
八
月
十一
日

「
さ
ん
ま
の
味
と
い
っ
て
も
佐
藤
春
夫
氏
の
詩
に
あ
る
よ

う
な
さ
ん
ま、
に
が
い
か
し
ょ
っ
ぱ
い
か
と
い
っ
た
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
は
な
く
別
に
他
意
な
い
ん
で
す。
ま
ア
庶
民
的

と
い
う
こ
と
で
す。
作
品
が
延
び
て
秋
に
で
き
な
け
れ
ば

H
冷
凍
さ
ん
ま
の
味
H
正
月
に
で
も
な
れ
ば
H

数
の
子
の

味
H
と
し
て
も
か
ま
わ
な
い
わ
け
で
す
よ」

（
無
記
名
「
小
津
調
豊
か
に
父
娘
の
情
感
秋
刀
魚
の
味」

『
新
関
西』
一
九
六
二
年
九
月
三
日）

E『

報

小
津
が
言
及
し
て
い
る
「
佐
藤
春
夫
氏
の
詩」
と
は、
佐
藤

春
夫
が
一
九一一
一
年
に
発
表
し
た
「
秋
万
魚
の
歌」
（
五）
で

あ
る。
こ
れ
は、
秋
刀
魚
の
苦
さ
と
塩
つ
ば
さ
を、
恋
に
破
れ

た
男
の
心
情
に
重
ね
た
詩
で
あ
る 。

以
上
の
こ
と
か
ら 、
作
品
名
「
秋
刀
魚
の
味」
は、
秋
刀
魚

の
味
と
ほ
ろ
苦
い
感
情
と
を
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
と
い
う
よ
り

は、
秋
万
魚
の
持
つ
庶
民
性
を
作
品
内
容
に
準
え
た
も
の
で
あ

る
と
言
え
る。
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小
津
が 、
秋
で
な
け
れ
ば
「
冷
凍
さ
ん
ま」 、
正

月
な
ら
「
数
の
子」
と、
食
材
の
旬
を
意
識
し
て
い
る
点
に
注

目
す
る。
『
秋
刀
魚
の
味』
に
は、
秋
刀
魚
は
登
場
し
な
い
が 、

魚
類
の
食
材
と
し
て
は
鱒
が
登
場
す
る。
主
人
公
・
平
山
周
平

（
以
下 、
平
山）
た
ち
の
同
窓
会
の
席
で 、
旧
師
・
佐
久
間
清

太
郎
（
以
下 、
佐
久
間）
は
美
味
し
そ
う
に
鰻
を
口
に
運
ぶ 。

以
下 、
該
当
部
分
の
脚
本
で
あ
る
（
六） 。

こ
こ
で 、

佐
久
間

こ
れ
は
何
ン
で
す
か」

「
あ
ア
う
ま
い



河
合
「
ハ
モ
で
し
ょ
う」

佐
久
間
「
ハ
ム
？」

河
合
「
い
L
え 、
ハ
モ
：・
：・」

佐
久
間
「
ア
』 、
ハ
モ
｜
｜

（
食
べ
て）
な
る
ほ
ど、
結

構
な
も
ん
で
す
な
ア
（
吸
っ
て）
ウ
l
ム 、
鰻
か
：・

サ
カ
ナ
篇
に
ユ
タ
カ
か

ハ
モ
か
：
：・」

〈
略〉

堀
江
「
お
う
帰
っ
た
か
い」

菅
井
「
ア
』
帰
っ
た
よ
｜
｜
ヒ
ョ
l
タ
ン 、

だ
っ
た
じ
ゃ
な
い
か」

渡
辺
「
あ
い
つ
飽
食
っ
た
こ
と
な
い
の
か
な、

っ
て
や
が
っ
て」

（
論
者
注

「
ヒ
ヨ
l
タ
ン」

大
分
ご
機
嫌

字
だ
け
知

は
佐
久
間
を
指
す）

鰹
は

ウ
ナ
ギ
目
ハ
モ
科
の
海
産
魚
で
あ
り、
夏
に
句
を
迎

え
る
食
材
で
あ
る。
秋
刀
魚
は、
ダ
ツ
目
サ
ン
マ
科
の
海
産
魚

で
あ
り、
秋
の
味
覚
と
し
て
親
し
ま
れ
る。
「
鰻」

は
夏
の
季

語
で
あ
り、
「
秋
刀
魚」

は
秋
の
季
語
で
あ
る。
『
秋
刀
魚
の

味』
の
物
語
世
界
の
季
節
は
秋
で
あ
る
た
め、
登
場
人
物
た
ち

が
贈
を
食
す
と
き 、
鰹
の
旬
は
既
に
過
ぎ
て
い
る
（
七） 。

こ
こ
で 、
秋
万
魚
と
鰹
の
句
が
異
な
る
点
に
留
意
し
た
上
で 、

登
場
人
物
の
年
齢
設
定
に
注
目
し
た
い 。
『
秋
万
魚
の
味』
に

は、
平
山
の
娘
・
路
子
と 、
佐
久
間
の
娘
・
伴
子
と
い
う 、

人
の
未
婚
女
性
が
登
場
す
る。
脚
本
（
八）
で
は、
路
子
は
二

十
四
歳 、
伴
子
は
四
十
八
歳
と
し
て
年
齢
が
設
定
さ
れ
て
い
る。

一
九
六
二
年
（
九）
に
お
け
る
初
婚
の
女
性
の
平
均
婚
姻
年
齢

は
二
十
四
・
五
歳
で
あ
る
こ
O） 。
同
年
の
年
齢
階
級
別
婚

姻
件
数
割
合
を
見
て
も 、
女
性
は二
0
1
二
九
歳
で
の
婚
姻
が

全
体
の
八
割
を
超
え
て
い
る
（
1
こ 。

「
旬」

は、
「
季
節
の
食
物
が
出
盛
り
の
時」
の
こ
と
で
あ

り、
こ
れ
は
転
じ
て
「
物
事
を
行
う
の
に
最
も
盛
ん
な
時
期」

の
意
も
持
つ
（
｜
一） 。
先
述
の
統
計
結
果
か
ら 、
二
十
四
歳

の
路
子
は
結
婚
す
る
の
に
「
最
も
盛
ん
な
時
期」、
す
な
わ
ち

「
旬」
を
迎
え
て
い
る。

「
旬」
の
食
材
は、
「
脂
が
乗
る」
と
形
容
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る。
「
脂
が
乗
る」
は 、
「
身
体
に
脂
肪
が
富
ん
で 、
栄
養

十
分
で
あ
る
さ
ま」、
「
魚
や
鳥
な
ど
の
脂
肪
が
増
し
て
味
の

よ
い
さ
ま」
を
意
味
す
る
慣
用
句
で
あ
り、
こ
れ
は
転
じ
て
「
色

気
の
あ
る
さ
ま」
を
さ
す
と
き
に
も
用
い
ら
れ
る
（
イ一
三 。

作
品
内
で 、
平
山
の
友
人
・
河
合
は、
路
子
の
色
気
に
つ
い
て

言
及
し
結
婚
を
勧
め
る。
こ
こ
か
ら
も 、
路
子
は
「
句」
を
迎

え
て
い
る
と
言
え
る。

佐
久
間
は
柚胞
を

っ
て
い
た
が 、

「
サ
カ
ナ
篇
に
ユ
タ
カ」

そ
の
味
は
知
ら
な
か
っ
た。
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と
書
く
こ
と
は
知

こ
れ
は、
佐
久
間



が
伴
子
を、
「
嫁
の
口
も
な
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
が」
「
つ
い
便

利
に
使
う
て
し
も
う
て」
嫁
に
「
や
り
そ
び
れ
て」
し
ま
っ
た

こ
と
の
暗
喰
で
あ
る。
つ
ま
り、
現
状
よ
り
も
「
豊
か」
な
状

況
を
獲
得
し
得
る
「
伴
子
の
結
婚」
と
い
う
選
択
肢
を
知
り
な

が
ら
も
実
際
に
は
そ
う
し
な
か
っ
た
佐
久
間
の
姿
が 、
鰻
と
い

う
漢
字
を
知
り
な
が
ら
も
実
際
に
は
食
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た

姿
に
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
だ
（
｜
四） 。

以
上
の
よ
う
な
語
義
や
世
相
か
ら 、
秋
刀
魚
は
路
子 、
鰹
は

伴
子
の
暗
喰
で
あ
る
と
考
察
す
る。

『
秋
刀
魚
の
味』
の
公
開
五
年
後
の
一
九
六
七
年 、
独
身
婦

人
連
盟
（
以
下 、
独
婦
連）
が
結
成
さ
れ
た。
こ
れ
は、
「
結

婚
す
る
の
に
最
も
盛
ん
な
時
期」、
す
な
わ
ち
本
稿
で
言
う

「
旬」
と
戦
時
が
重
な
り、
戦
後
独
身
で
生
き
て
い
く
こ
と
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
女
性
た
ち
の
集
い
で
あ
る。

「
独
婦
連」
を
立
ち
上
げ
た
大
久
保
さ
わ
子
が 、
一
九
四
五

年
の
敗
戦
時
に
十
五
1
二
十
九
歳
だ
っ
た
女
性
と、
同
じ
く
敗

戦
時
に
二
十
1
三
十
四
歳
だ
っ
た
男
性
の
数
を
比
較
し
た
と
こ

ろ 、
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
も
二
百
五
十
五
万
人
多
い
と
い
う

結
果
が
出
た。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
独
身
婦
人
の
数
は
五
十
万
人

を
超
す
と
言
わ
れ
て
い
る。

終
戦
当
時 、
適
齢
期
に
あ
っ
た
女
性
と
男
性
の
数
を
比

較
す
る
と、
約
二
五
五
万
人
も
女
性
が
多
か
っ
た。
単
純

に
言
っ
て
し
ま
え
ば、
戦
争
は、
そ
の
二
五
五
万
人
の
女

性
た
ち
か
ら
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
は
ず
の
男
性
を

奪
っ
た
の
だ 。

そ
れ
ら
戦
争
を
原
因
と
す
る
「
戦
争
独
身」
と
も
言
う

べ
き
女
性
た
ち
は、
良
妻
賢
母
教
育
を
受
け 、
「
女
は
結

婚
し、
子
ど
も
を
産
む
の
が
当
た
り
前」
と
さ
れ
た
社
会

の
な
か
で 、
ひ
と
り
で
働
い
て
生
き
て
き
た。
彼
女
ら
は

老
親 、
と
く
に
年
老
い
た
母
親
を
抱
え
て
働
き
続
け
る
人

も
多
か
っ
た。
そ
ん
な
女
性
た
ち
を
世
間
は
「
オ
ー
ル
ド

・
ミ
ス」
「
売
れ
残
り」
「
行
か
ず
後
家」
と
郷
撤
し
た。

〈
略〉
職
場
以
外
で
も 、
地
域
社
会
で 、
そ
し
て
家
族
の

な
か
で
さ
え 、
彼
女
ら
は
「
婚
期
を
は
ず
し
た
独
身
女」

と
い
う
こ
と
で 、
「
半
端
者」
と
見
ら
れ 、
い
わ
れ
の
な

い
中
傷
を
う
け 、
憐
欄
の
目
で
見
ら
れ
た。

（
古
庄
弘
枝
『
ど
く
ふ
れ
ん
｜
｜

元
祖
「
シ
ン
グ
ル」
を

生
き
た
女
た
ち
｜
｜』 、
二
O
O
玉 、
ジ
ユ
リ
ア
ン
社）

伴
子
は、
物
語
中
で
四
十
八
歳
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と 、

一
九
三
O
年
に
は
十
六
歳 、
一
九
四
五
年
に
は
三
十一
歳
で
あ

り、
「
旬」
が
戦
時
と
ち
ょ
う
ど
重
な
っ
て
い
る 。
「
旬」
を

過
ぎ
て
も
独
身
で
あ
る
伴
子
の
存
在
を、
登
場
人
物
た
ち
は
否



定
的
に
捉
え
て
い
る 。

渡
辺

「
先
生 、
お
嬢
さ
ん
い
ら
れ
ま
し
た
ね」

佐
久
間

「
は
い 、
お
り
ま
す」

菅
井

「
ア
』 、
締
麗
な
可
愛
い
お
嬢
さ
ん

」

佐
久
間

「
え
〉 、
お
はづ
か
し
い・

」

河
合

「
お
嬢
さ
ん
お
孫
さ
ん
お
い
く
た
り
で
す
ワ」

佐
久
間

「
そ
れ
が
ね 、
わ
た
し
は
早
う
に
家
内
を
亡
く

し
ま
し
て
な、
娘
も
ま
だ一
人
で
お
る
ん
で
す
わ」

河
合

「
そ
う
で
す
か、
そ
り
ゃ
ア
お
淋
し
い
ん
で
す
ね

． ． 

」
河
合

「
あ
の
娘
だ
っ
て
ど
っ
か
変
だ
ぜ 。

ギ
ス 、キ
ス
し
て
』
て
さ 、
冷
た
く
て
さ 、

な
ん
と
な
く

あ
れ
じ
ゃ
ヒ
ヨ

ー
タ
ン
も
寂
し
い
よ」

「
ウ
l
ム 、

平
山

あ
』
は
な
り
た
く
な
い
な」

伴
子
は、
父
と
二
人
で
営
む
場
末
の
ラ
ー
メ
ン
屋
で 、
酔
い

潰
れ
た
老
父
を
見
な
が
ら 、
一
人
で
涙
を
流
す。
多
く
の
独
身

婦
人
の
出
現
と
彼
女
ら
へ
の
蔑
視
と
い
う 、
戦
後
に
生
ま
れ
た

社
会
問
題
の
一
つ
を、
観
客
は
伴
子
の一課
に
み
と
め
る
こ
と
が

で
き
る。

平
山
の
「
旬」

と
「
軍
艦
マ
ー

チ
」

登
場
人
物
の
う
ち

特
に
路
子
と
伴
子
に
注
目
し
て
き
た。

続
い
て

物
語
の
主
人
公
で
あ
る
平
山
の
人
物
像
に
つ
い
て
考

察
し
た
い 。

中
華
ソ
パ
屋
「
燕
来
軒」
及
び
パ
l

に
お
け
る

「
か
お
る」

坂
本
芳
太
郎
と
の
再
会
の
場
面
で

艦

平
山
周
平
が
か
つ
て
駆
逐

「
朝
風」
の
艦
長
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
さ
れ
る。

坂
本

艦
長
さ
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
f

」
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平 と
山 立

上
る 「。 艦

長
ツ

「
（
不
審
そ
う
に）

た
で
し
た
か
な」

「
坂
本
で
す
よ
ー

エ
l
ト
・
・
あ
な
た 、
ど
な

坂
本

坂
本
芳
太
郎
｜
｜ 。

に
乗
っ
と
り
ま
し
た
；
；一
等
兵
曹
の
：
：・」

平
山

「
ア
与 、
坂
本
さ
ん 、
そ
う
で
し
た
か
；・：」

坂
本

「（
佐
久
間
に）
な
ア
親
父 、
こ
ち
ら
は
お
れ
が

乗
っ
て
た
駆
逐
の
艦
長
さ
ん
だ
よ」

佐
久
間

「
そ
う
で
す
か。
そ
れ
は
そ
れ
は。
｜
｜
そ
う

云
え
ば
平
山
さ
ん
は
海
兵
に
い
か
れ
た
ん
で
し
た
な
ア」

「
朝
風」



艦
長
の
地
位
は
高
く、
多
く
の
海
兵
に
と
っ
て
憧
れ
の
対
象

だ
っ
た。
一
九
五
八
年
公
開
の
小
津
映
画
『
彼
岸
花』
に
は、

平
山 、
河
合 、
堀
江
と
い
う
三
人
の
男
が 、
元
艦
長
の
三
上
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
す
場
面
が
あ
る
（
｜
五） 。

堀
江

「
エ
l
ト

年
か
八
年
か、

ん
だ」

あ
り
ゃ
い
つ
だ
っ
け
な

山
口
へ
行
っ
た
帰
り
に
ね 、

十

七

呉
へ
寄
っ
た

「
へ‘ぇ
ェ 、
そ
の
時
分 、
二
上
ま
だ
呉
に
い
た
の

平
山

か
い」

堀
江

「
い
た
よ。
そ
の
あ
と
が
艦
長
だ 。
水
交
社
で
ひ

と
晩
ご
馳
走
に
な
っ
て
ね 。
ず
い
ぶ
ん
あ
っ
た
な
ア
い
ろ

ん
な
酒
が
：・
・」

「
そ
の
時
分
が
あ
い
つ
の
全
盛
だ
な」

河
合

『
秋
刀
魚
の
味』
の
平
山
と
『
彼
岸
花』
の
三
上
は、

ら
も
俳
優
の
笠
智
衆
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
て
い
る。
海
軍
時
代

に
艦
長
を
務
め
た
点 、
婚
期
の
娘
を
持
つ
点
な
ど、
両
者
の
人

物
設
定
も
類
似
し
て
い
る 。
『
秋
刀
魚
の
味』
の
平
山
に
と
っ

て
も 、
海
軍
時
代
は
彼
の
「
全
盛」、
人
生
に
お
け
る
勢
い
の

あ
る
時
期
で
あ
り、
本
稿
で
言
う
「
句」
で
あ
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う 。

ど
ち

平
山
が
艦
長
で
あ
っ
た
こ
と
や 、
佐
久
間
の
「
平
山

さ
ん
は
海
兵
に
い
か
れ
た
ん
で
し
た
な
ア」
と
い
う
言
葉
か
ら 、

平
山
は
海
軍
兵
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
と
推
察
で
き
る。

海
軍
兵
学
校
と
は、
大
日
本
帝
国
海
軍
の
士
官
養
成
機
関
で

あ
る。
戦
時
体
制
に
入
る
以
前
の
倍
率
は
約
二
O
倍
前
後
で 、

一
高
（
現
在
の
東
京
大
学
教
養
学
部
の
前
身）
か
海
兵
（
海
軍

兵
学
校）
か
と
言
わ
れ
た
ほ
ど
の
難
関
で
あ
っ
た。
艦
長
な
ど

士
官
を
務
め
た
者
の
多
く
が 、
海
軍
兵
学
校
を
は
じ
め
と
す
る

海
軍
専
門
機
関
の
出
身
だ
っ
た。
例
え
ば、
佐
藤
和
正
『
艦
長

た
ち
の
太
平
洋
戦
争』
（
」l
六）
に
は、
太
平
洋
戦
争
時
に
艦
長

を
経
験
し
た
五
十一
人
の
証
言
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が 、
そ
の

う
ち
駆
逐
艦
の
艦
長
経
験
者
二
十
三
人
は、
全
員
が
海
軍
兵
学

校
の
卒
業
生
で
あ
る。

戦
前
の
小
津
映
画
に
は、
学
生
生
活
を
描
い
た
も
の
が
多
く

あ
る。
『
学
生
ロ
マ
ン
ス

若
き
日』
（一
九
二
九） 、
『
大
学

は
出
た
け
れ
ど』
（一
九
二
九） 、
『
落
第
は
し
た
け
れ
ど』
（一

九
三
O） 、
『
淑
女
と
髭』
（一
九
三一
） 、
『
東
京
の
合
唱』
（一

九
三
一
） 、
『
青
春
の
夢
い
ま
い
づ
こ』
（一
九
三
二）
が
そ
れ

で
あ
る。
ま
た、
現
在
鑑
賞
不
可
能
な
作
品
の
う
ち 、
『
若
人

の
夢』
（一
九
二
八） 、
『
春
はご
婦
人
か
ら』
（一
九
三
二）

の
二
作
品
も
「
学
生
も
の」
だ
っ
た
よ
う
だ 。
『
青
春
の
夢
い

ま
い
づ
こ』
の
作
品
名
か
ら
分
か
る
よ
う
に、
小
津
映
画
に
お

ま
た
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い
て
学
生
時
代
は
青
春
と
し
て
描
か
れ
る。
彼
ら
は
試
験
に
合

格
し
よ
う
と
カ
ン
ニ
ン
グ
の
作
戦
を
立
て
た
り、
意
中
の
女
性

を
奪
い
合
っ
た
り
す
る。
平
山
の
学
生
時
代
及
び
海
軍
時
代
は、

平
山
の
「
旬」
な
の
で
あ
る。

こ
こ
で 、
『
秋
刀
魚
の
味』
に
登
場
す
る
音
楽
「
軍
艦
マ
ー

チ」
に
注
目
し
た
い 。
平
山
は、
海
軍
時
代
の
部
下
坂
本
芳
太

郎
（
以
下 、
坂
本）
と
再
会
し、
パ
l
「
か
お
る」
に
赴
く。

二
人
は
海
軍
時
代
を
振
り
返
り、
「
軍
艦
マ
ー
チ」
に
合
わ
せ

て
敬
礼
し
行
進
す
る。

「
軍
艦
マ
l
チ」
の
名
で
知
ら
れ
る
「
行
進
曲
『
軍
艦』」

ひらく

（
以
下 、
「
軍
艦
マ
ー
チ」）

は、
鳥
山
啓
作
詞 、
瀬
戸
口
藤

吉
作
曲
の
も
の
で
あ
る
（
十
七） 。
作
曲
時
期
は一
八
九
七
1

一
九
O
O
年
頃
と
言
わ
れ
る。
元
々
は、
同
じ
詞
に
山
田
源一

郎
が
曲
を
付
け
た
も
の
が 、
唱
歌
「
軍
艦」
と
し
て
伊
沢
修
二

編
纂
『
小
学
唱
歌

第
六
巻
下
篇』
（一
八
九
二
二
に
掲
載
さ

れ
て
い
た。
し
か
し、
日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
へ
と
向
か
う

時
代
の
中
で 、
山
田
の
牧
歌
的
な
曲
調
は
好
ま
し
く
な
い
と
判

断
さ
れ 、
歌
詞
は
同
じ
ま
ま
に、
瀬
戸
口
が
新
た
に
作
曲
す
る

こ
と
に
な
る。
歌
詞
は
以
下
の
通
り
で
あ
る。

守
る
も
攻
む
る
も
黒
鉄
の

か

しる

たの

浮
べ
る
城
ぞ
頼
み
な
る

真之浮J、
鉄百ベ
ロコ る
そ そ
0コ (f)
艦広域i
日ひ 日ひ
の の
本t本2
に の

仇主皇み
な 国5
す の
国三四k
を 方も
攻せ を
め 守t
よ る
か ベ
し し

高Z 弾た 石 「 二
里 り 丸 t 炭 ：
の 撃う の
波！？ つ煙1
1: 3 響i lま り

長 の はごf
り 雷�； ＇.ごみ
越こ コ ー

の
え

て
青��

声i か
皇み か と
国く と ば
のに ば か

ひ か り
光t り 軍事3
輝；；ど く
in ， . よ な
；止 む り

な
り

「
軍
艦
マ
l
チ」
は、
太
平
洋
戦
争
下 、
日
本
軍
の
戦
果
を

報
じ
る
ラ
ジ
オ
放
送
で
流
さ
れ
た
こ
と
か
ら 、
人
々
の
戦
争
の

記
憶
と
強
く
結
び
つ
い
た
曲
と
な
っ
た。
日
本
の
軍
艦
を
讃
頒

す
る
こ
の
曲
は、
艦
長
と
し
て
戦
場
に
赴
い
た
平
山
に
と
っ
て

は一
層 、
思
い
入
れ
の
あ
る
曲
だ
と
考
え
ら
れ
る。

海
軍
兵
学
校
の
校
歌
と
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
「
江
田
島
健

児
の
歌」
が
知
ら
れ
て
い
る。
長
田
暁
二
は
こ
の
歌
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
（
十
八） 。
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海
軍
兵
学
校
校
歌
と
銘
こ
そ
打
っ
て
い
な
い
が 、
赤
れ
ん

が
の
生
徒
館
出
身
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
「
軍
艦
7
1
チ」

と
と
も
に
最
も
印
象
の
深
い
唄
だ
っ
た。

「
軍
艦
マ
l
チ」
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
校
歌
に
相
当
す
る



ほ
ど
の
重
要
な
曲
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る。
平
山
の
海
軍
時

代
と
い
う
「
句」
と、
学
生
時
代
と
い
う
「
句」、
そ
の
約
二

十
五
年
間
（
十
九）
と
共
に
あ
っ
た
音
楽
が
「
軍
艦
マ
l
チ」

で
あ
る。

と
し
て
親
し
ま
れ
た
軍
艦
マ
l
チ
だ
っ
た
が 、
戦

後
は
そ
の
印
象
が
変
化
し
て
い
く。
一
九
五
一
年
の
春 、
有
楽

町
の
パ
チ
ン
コ
店
「
メ
ト
ロ」
か
ら 、
「
軍
艦
マ
ー
チ」
が
大

音
量
で
流
れ
始
め
た
と
い
う 。
「
メ
ト
ロ」
の
経
営
者
田
中
友

治
は、
か
つ
て
攻
撃
機
に
搭
乗
し
て
戦
闘
に
参
加
し
た
元
海
軍

だ
っ
た。
進
駐
軍
の
兵
士
と
日
本
の
女
性
が
腕
を
組
ん
で
歩
く

光
景
へ
の
反
発
か
ら 、
「
軍
艦
マ
l
チ」
を
流
し
始
め
た
と
さ

れ
て
い
る。
警
察
官
が
田
中
を
憲
兵
の
本
部
に
連
れ
て
行
っ
た

と
こ
ろ 、
憲
兵
は
「
軍
艦
マ
l
チ」
を
流
す
こ
と
を
快
く
承
諾

し
た。
結
果 、
「
メ
ト
ロ」
で
は
絶
え
ず
「
軍
艦
マ
l
チ」
の

レ
コ
ー
ド
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。
他
の
パ
チ
ン
コ
店

も
こ
れ
に
倣
い 、
全
国
各
地
の
パ
チ
ン
コ
店
に
「
軍
艦
マ
l
チ」

は
普
及
し
て
い
っ
た。
ま
た、
戦
後 、
進
駐
軍
が
「
ピ
l
ス」

と
い
う
題
名
で
「
軍
艦
マ
l
チ」
を
演
奏
し
て
い
た
と
い
う
記

録
や 、
銀
座
の
キ
ャ
バ
レ
ー
で
「
蛍
の
光」
に
代
わ
り
演
奏
さ

れ
て
い
た
と
い
う
証
言
も
あ
る。
ま
た、
一
九
六
0
年
代
は、

「
軍
艦
7
1
チ」
に
限
ら
ず
軍
歌
の
リ
パ
イ
バ
ル
ブ
l
ム
が
起

こ
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た。

「
軍
歌」

小
村
公
次
は、
戦
後
の
「
軍
艦
マ
ー
チ」
の
特
徴
に
つ
い
て、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
二
O） 。

「
メ
ト
ロ」
で
鳴
り
響
い
た

ア
メ
リ
カ
の
軍
楽
隊
が
演
奏
し
た

そ
し
て
銀
座
の
キ
ャ
バ
レ
ー
で
演
奏
さ
れ
た

歌
調
を
伴
わ
な
い
器
楽
曲
と
し
て
の
《
軍
艦
マ
ー

チ》
だ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う 。
つ

ま
り、
歌
詞
と
音
楽
と
を
切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て、
軍

歌
や
戦
意
昂
揚
の
た
め
の
音
楽
が
別
の
も
の
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
戦
後
の
大
き
な
特
徴
だ

っ
た。
（
傍
線
論
者）

有
楽
町
の
パ
チ
ン
コ
店

艦
マ
l
チ」
も 、

tu 、

「
軍

「
ヒ。

ー
ス」

の
も 、
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作
品
内
で
「
軍
艦
マ
ー
チ」
は
三
回
登
場
す
る。

流
れ
る
と
き 、
平
山
と
そ
の
部
下
坂
本
は
「
軍
艦
マ
l
チ」

音
楽
に
合
わ
せ
て
敬
礼
し
行
進
す
る。
こ
の
場
面
に
お
け
る「
軍

艦
マ
l
チ」
は、
歌
詞
を
伴
わ
な
い
「
器
楽
曲」
の
側
面
が
強

い 。
し
か
し、
二
度
目
に
流
れ
る
と
き
に
は、
パ
l
の
酔
客
が

戦
時
中
の
ラ
ジ
オ
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
大
本
営
発
表）
を
模
倣

し、
「
軍
艦
マ
ー
チ」
は
戦
時
の
そ
れ
と
し
て
聞
こ
え
て
く
る。

そ
し
て
三
度
目 、
平
山
が
歌
詞
を
伴
っ
て
「
軍
艦
マ
ー
チ」
を

こ
の
曲
は、
か
つ
て
戦
時
に
人
々
が
耳
に
し

一
度
目
に。コ

口
ず
さ
む
と
き 、



た
戦
意
昂
揚
の
た
め
の
「
軍
歌」
の
側
面
を
表
す。
多
く
の
人

々
が
「
軍
艦
マ
l
チ」
の
歌
詞
を
忘
却
し
「
器
楽
曲」
と
し
て

親
し
む
時
代
に
お
い
て
も
な
お 、
平
山
は
「
軍
歌」
と
し
て
の

「
軍
艦
マ
l
チ」
を
覚
え
て
い
る
の
で
あ
る。

平
山
は、
「
軍
艦
マ
ー
チ」
を
歌
い
な
が
ら
自
身
の
「
句」

を
思
い
起
こ
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う 。
こ
こ
で 、
『
秋
刀
魚
の

味』
の
最
終
場
面
と、
一
九
二
二
年
公
開
の
小
津
映
画
『
東
京

の
合
唱』
の
最
終
場
面
を
比
較
し
て
み
た
い 。
『
東
京
の
合
唱』

は、
学
生
時
代
の
同
窓
会
で 、
同
窓
生
た
ち
が
と
も
に
寮
歌
を

合
唱
す
る
場
面
で
終
わ
る。
登
場
人
物
が
校
歌
を
歌
い
「
旬」

に
思
い
を
馳
せ
る
点
で
『
秋
刀
魚
の
味』
と
状
況
が
類
似
し
て

い
る。
以
下 、
『
東
京
の
合
唱』
の
最
終
場
面
「
珂

食
堂

」
の
脚
本
で
あ
る
（
二
十
二 。
な
お 、
／
は
改
行
部
分 、

字
幕
を
さ
す。

T 
は

か
な
り
酔
っ
て
い
る
者
も
あ
る。
ま
さ
に
宴
た
け
な
わ
で

あ
る。
／
引
っ
張
っ
て
来
ら
れ
た
岡
島
が 、
席
に
着
き 、

ピ
1
ル
を
受
け
る。
／
入
り
口
か
ら 、
一
人
の
男
入
っ
て

来
る。
昔 、
学
生
時
代 、
何
時
も
遅
れ
て
来
て、
下
駄
ば

き
を
注
意
さ
れ
た
男
で
あ
る。
／一
岡 、
賑
や
か
に
彼
を

迎
え
る。
／
大
村
先
生 、
笑
顔
で 、

T

H
君
は
未
だ
に
／
遅
刻
の
癖
が
／
矯
ら
ん
ねH

頭
を
掻
き
乍
ら 、
席
に
着
く。
／一
人 、
勢
い

よ
く
立
ち
上
が
っ
て、

T

H
寮
歌
の
／
合
唱
だ
f

d

と
叫
ぶ 。
／
「
よ
し 、
や
ろ
う
！」
と、
一
向 、
立
ち
上

が
り、
歌
い
出
す。
／
す
が
子
や
子
ど
も
た
ち
も
歌
う 。

T

J二
年
の
春
は
／
過
ぎ
や
す
く

花
く
れ
な
い
の
／
か
ん
ば
せ
も

今
わ
か
れ
て
は
／
い
つ
か
見
む

／・・
・：
・
：
μ

明
る
く、
元
気
よ
く 、
滋
測
た
る
合
唱
で
あ
る。
／
が 、

岡
島
だ
け
は、
し
ん
み
り
と、
感
無
量
で
あ
る。
／
大
村

先
生
も
感
激
に
浸
っ
て
い
る。
／
岡
島 、
気
を
取
り
直
し、

一元
気
よ
く
歌
い
出
す 。
／
先
生
も
涙
を
拭
き 、
元
気
に
歌

い
出
す。
／一
問 、
手
を
振
り 、
声
高
ら
か
に
歌
う 。
／

賑
や
か
な
光
景
で
あ
る。
／
｜
｜

完
｜
｜

遅
刻
男
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主
人
公
の
岡
島
た
ち
は 、
青
春
時
代
の
仲
間
と
と
も
に
寮
歌

を
歌
い 、
若
き
日
を
懐
か
し
む 。
し
か
し、
『
秋
刀
魚
の
味』

で
は、
平
山
が
「
軍
艦
マ
l
チ」
と
い
う
校
歌
を
歌
う
と
き 、

そ
の
隣
に
仲
間
の
姿
は
な
い 。

艦
長
と
し
て、
平
山
は 、
多
く
の
戦
友
の
死
を
経
験
し
た
こ

と
だ
ろ
う 。
つ
ま
り、
「
旬」
を
共
に
し
た
仲
間
の
中
に
は、



も
う
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
故
人
が
含
ま
れ
て
い
る。
仲
間
に

固
ま
れ
寮
歌
を
歌
う
『
東
京
の
合
唱』
と、
対
照
的
で
あ
る。

平
山
の
「
句」
は、
戦
前
の
小
津
映
画
で
描
か
れ
た
よ
う
な、

意
中
の
女
性
を
奪
い
合
う
よ
う
な
微
笑
ま
し
い
も
の
で
は
な

く、
戦
場
で
命
を
奪
い
合
う
凄
惨
な
記
憶
と
と
も
に
あ
る。
『
東

京
の
合
唱』
公
開
の
一
九
三
二
年
か
ら
『
秋
刀
魚
の
味』
公
開

の
一
九
六
二
年
ま
で
の
約
三
十
年
の
問
に、
人
々
は
戦
争
に
赴

き 、
敗
戦
を
経
験
し
た。
一
人
の
男
の
「
句」
を
彩
る
音
楽
ま

で
も
が 、
戦
争
の
陰
り
を
帯
び
た
も
の
と
な
っ
た。
戦
争
は、

小
津
映
画
の
風
景
を
変
化
さ
せ
た
の
で
あ
る。

小
津
は、
「
笑
っ
た
り、
悲
し
ん
だ
り
を
そ
の
ま
ま
芝
居
に

出
す
な
ら
俳
優
を
使
わ
な
く
と
も 、
動
物
園
の
サ
ル
で
間
に
合

う
か
ら
ね 。
悲
し
い
と
き
で
も
う
れ
し
い
と
き
で
も
腹
に
お
さ

え
て
い
る
場
合
が
あ
る」
と
語
っ
て
い
る
（
二
十一
ご 。
小
津
映

画
の
登
場
人
物
た
ち
が 、
笑
顔
の
下
に
感
情
を
隠
し
た
よ
う
に、

『
秋
刀
魚
の
味』
に
お
け
る
「
軍
艦
マ
ー
チ」
の
明
る
い
音
楽

の
裏
に
は、
暗
い
戦
争
の
記
憶
が
隠
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

四

終
わ
り
に

『
秋
刀
魚
の
味』
は、
平
山
の
勤
務
す
る
工
場
の
煙
突
を
映

し
出
す
シ
ョ
ッ
ト
か
ら
始
ま
る
（
写
真
1） 。

写真1『秋刀魚の味』より

戦
後 、
日
本
は
経
済
成
長
を
遂
げ 、
「
も
は
や
戦
後
で
は
な

い」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
豊
か
な
国
へ
と
変
貌
し
た。
煙
突
と

そ
の
煙
は
経
済
成
長
の
象
徴
で
あ
っ
た。

デ
ヴ
イ
ツ
ト
・
ボ
l
ド
ウ
エ
ル
は、
こ
の
冒
頭
の
シ
ョ
ッ
ト

に
つ
い
て、
「
冒
頭
の
シ
ョ
ッ
ト
を
支
配
す
る
銀 、
白 、
赤
は、

路
子
の
花
嫁
衣
装
の
色
調
を
予
告
す
る」
と
考
察
し
て
い
る（
一

十
三） 。
し
か
し、
小
津
は
カ
ラ
｜
映
画
全
般
を
通
し、
画
面

に
赤
を
入
れ
る
こ
と
を
好
ん
だ
た
め 、
そ
の
配
色
は
特
筆
す
べ

き
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う 。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は、
そ
の
外

観
で
あ
る。
白
線
の
縞
模
様
の
煙
突
が
並
ぶ
姿
は、
平
山
が
か

つ
て
搭
乗
し
た
駆
逐
艦
の
外
観
と
類
似
し
て
い
る
（
二
十
四） 。
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第 IO主主』より「l木のw艦

写真2

『写真

駆
逐
艦
は、
水
雷
艇
を
駆
逐
す
る
た
め
の
艦
艇
で
あ
る。
煙

突
の
白
線
の
数
は、
そ
の
駆
逐
艦
が
所
属
す
る
隊
の
番
号
を
表

す。
例
え
ば、
第一
煙
突
の
二
本
の
白
線
は、
そ
の
駆
逐
隊
が

戦
隊
の
二
番
隊
で
あ
る
こ
と
を
示
す
（
二
1
五） 。

冒
頭
の
シ
ョ
ッ
ト
は、
作
中
に
「
軍
艦
マ
l
チ」
が
登
場
す

る
こ
と
を
予
告
す
る。
ま
た、
こ
れ
は、
平
山
の
「
旬」
を
象

徴
的
に
示
す
シ
ョ
ッ
ト
で
も
あ
る。

『
秋
万
魚
の
味』
は、
「
旬」
を
迎
え
た
娘
の
結
婚
を
描
く

－
方
で 、
「
旬」
を
過
ぎ
た
人
々
の
姿
を
描
き
出
し
た。
そ
し

て
そ
こ
に
伴
う
の
は、
戦
争
の
記
憶
で
あ
る。
高
度
成
長
の
象

徴
で
あ
る
煙
突
の
外
観
に、
駆
逐
艦
の
姿
が
隠
れ
て
い
る
よ
う

に 、
「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い」
と
明
る
く
豪
語
す
る
時
代
に

お
い
て
も
な
お 、

で
あ
る。

戦
争
は
人
々
の
心
に
影
を
落
と
し
て
い
る
の

1主
一

九

六
二

年

卜
一

月
十

八

日
公
開

、

松

竹
大
船
映
闘

（
一

二

員

回
庄

『
小

津

安
一

郎
の

食

卓
』

、

二

O
O
O

、

芳
賀
舌
店

、

五

1

十
六

頁

（
三
）

『

第一
二

回

新
・

午
前

十

時
の

映

画
祭

プ
ロ

グ

ラ
ム
』

、

。

五

キ

ネ
マ

旬

報

社

同
六

一良

（
四
）

『

秋
刀
魚
の

味
』

パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、

松
竹
大
谷
図
書
館
蔵

- 2 7 -

初

出

は

雑

誌

『

人
間
』

の

第
三

巻

1
一

月

号
に

出向
載
さ
れ

、

本

文
の

加

除
修
正
の

後
、

単
行
本
『
咋怖
が
一

九
二
二

年
』

に
収
録
さ
れ
た

。

（
六
）

『
秋

刀

魚
の

味
』

完
成
台

本
（
一

九

六
一

一

年

卜
一

片
イ

五

日
に

行

わ

れ

た

完

成

審
企

で

配

布
さ

れ
た

台

本
、

早

稲
出

演
劇

博
物
館
蔵
）

よ

り
。

本

稿
で

引

則

し

た

『
秋

刀

魚
の

味
』

の

脚

本
は

、

（
五
）

全
て
こ
の

完
成

台
本
の

も
の

で

あ

る
。

（
七
）

血
岡

田
月

は
、

「

鰐
料
理

は

初
夏
か

ら
峰

夏
に

か

け
て

食
べ

る
の

が

一

般

的

で

あ

る
」

こ

と

を
四

山
に

、

「
『
秋

刀

魚
の

味
』

の

舞
台
は

秋
で

は

な
い

。
」

と

述
べ

て
い

る
（

貧
困
陀

『
小

津
安
二

郎
の

食
中
』

、

二

O

卜
六
百
）

。

し

か
し

、

物
語
全

体
を
通
し
て

受
場
人

0
0 、

芳
賀
書
店 、

物
の

服

装
が

夏

期
で

は

な
く

秋

期
の

も
の

で

あ

る
こ

と

や
、

小

学
校
か



ら

唱

歌

「

も

み

じ
」

が

聞
と

え

て

く

る

場

市
が

あ

る
こ

と

か

ら
、

の

季

節
は

秋
と

す
る
の

が

妥
当
で

あ

る
。

（

八
）

『

秋

刀
魚
の

味
』

完
成

台

本
を

さ

す
。

作

品

内

で

放

送

さ
れ

る
テ
レ

ビ

の

野

球

中

継
か

ら
、

『

秋

刀

魚
の

味
』

は
一

九

六

二

年
に

舞

台

を

設

定

し

た

作

品

で

あ

る

と

判

断

し

た
。

厚
生

労

働

省

『

人
口

動

態

統

計
削
年
の

歩

み
』

、

二

0

0

0
、

（

九
）

（
一

O
）

厚
生
統
計
協
会

厚
生

%

働

省

『
人
口

動

態
削
年
の

動

向
』

九

九

1L 

統
計
協
会

（

｜
一
一
）

『
日

本

国
語
大

辞

典

第
二

版
』

一
．

0

0

0
、

小

学

館

（

卜一
二
）

『
日

本

国
語
大

辞
典

第
二

版
』

二

0

0

0
、

小

学

館

（

ー
四
）

佐
久

間
は

、

伴
子
を

嫁
に

や

ら

な
か
っ

た
こ

と

を

後

悔
し

、
「
失

敗
し

た
」

と

諮
る

。

こ

こ

か

ら
、

「

伴
子
の

結
婚
」

は
「
現

状
よ

り

も
『
笠

か
』

な
」

状
況
を

獲

得
し

得
る

選

択

肢
で

あ

る
と
し

た
。

五

井
上

和

男

編

『

小

神

安
二

郎

全

集

［

下
］
』

、

二

O

O
三

、

書
館

光

入

社

一

九

八
九

、

（

11
七
）

以

下
、

「

軍

艦
マ

ー

チ
」

小

村
公

次

及

び

軍

歌
に
つ

い

て

は
、

『

徹

底

検

証
・

口

本
の

軍

歌

戦

争
の

時

代
と

音

楽
』
（
二

O
一

学

習
の

友

社
）

を

参

考
に

情
報
を

ま
と
め

た

物
宝五

（
十

八
）

長

田

暁
二

『
戦

争
が

遺
し
た
歌

二

O
一

玉
、

全

音
楽

譜

出

版

社
、

歌
が

明
か

す
戦

争
の
背
長』

一

六

四

頁

（

十
九
）

脚

本
に

て
、

平

山
の

年

齢
は
五

l
七

歳
に

設
定
さ
れ
て
い

る
。

一

九

六

二

年

に

五

l
七

歳
で

あ

る

な
ら

ば
、

一

九

四
五

年
の

終

戦
時
に

は
四

十

歳
で

あ

る
。

十
六

歳
で

海

軍
兵
学
校
に

入

学
し

た

と

考
え

る
と

、

J早
生

平

山
は

海

軍
で
二

十
五

年
を

過
ご

し
た
こ

と
に

な
る

。

（
一
一

O
）

小

村
公

次

『

徹

底

検

証
・

日

本
の

軍

歌

戦

争
の

時

代
と

二

O
一

一
、

学

習
の

友

社
、

二

O
六

頁

井
上

和

男

編

『

小

津

安
二

郎
全

集

［
上
］
』

、

二

O

O
三

、

音

楽
』

、

（
一
一

ー
一
）

新

書

館

（
二

十
二
）

『

秋
刀

魚
の

味
』

パ

ン
フ
レ
ッ

ト
、

松

竹
大

谷
図

書
館
蔵

no
 
n〆臼

（
二

ト
コ
ニ

デ

グ
イ

ツ

ト
・

ボ

l

ド
ウ
エ

ル

著
、

杉

山

昭

夫

訳

『
小

津

二

O

O
三

、

青
土

社
、

五
九

四

頁

安
二

郎

映

画
の

詩

学
』

、

（
一
一

11
四
）

雑
誌

「

丸
」

編

集

部

編
『
写

真

日
本
の
軍
舷

第
ω
巻
』

新

光
人

社
、

四

O
頁

（
一
一

卜
五
）

雑
誌

「

丸
」

編

集

部

編
『
写

真

一

九

九

O
、

日

本
の

軍
艦

第
ω
巻』

一

九

九

O
、

光
人

社
、

四

O

頁

（

き
た

ざ

わ

あ
か

り

松

本
市
立

清
水
小

学
校


